
Th is  book le t  i s  about  d i sas ter  management  and res tora t ion  of  

Sh i rakawa c i ty  made by h igh school  s tudents .  



01 活動概要

02 メンバー紹介

03 目次

04 白河市とは

　2011 年 3 月 11 日に発生。日本観測史上最大のマグニチュード 9.0 の揺れが、東日本の沿岸地域を中

心に未曾有の被害をもたらしました。白河市では、震度６強の揺れでによる土砂災害などで、葉ノ木平地区

で１３名、萱根地区で１名、大信隈戸地区で１名がなくなりました。双葉郡にある福島第一原子力発電所の

事故由来の放射性物資による環境汚染、それに伴う風評被害の影響も受けました。

白河市と東日本大震災

旗宿

葉ノ木平

駒坂 すみれ

最近、炊き立ての白米に夢中。
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葉ノ木平と旗宿の位置

旗宿は、「白河の関」跡のある地域。白河市の南部にあたり、栃木県と接し

ています。山林に囲まれ、里山が広がります。地域の特産物は蕎麦。関の森

公園で行われる新そば祭りが一大イベント。

葉ノ木平は、小峰城から見て、阿武隈川の対岸にあたる地域。地域の東側を

国道 294 号線が走り、西側には斜面があります。国道 294 号線は、国道 4

号線や東北自動車道と接続するために現在拡張工事中。

白河旭高校

白河旭高校

斎須 いぶき

JRC 委員会で防災を勉強してます。
今回は参加出来て良かったです。

白河旭高校

白河旭高校

白河旭高校

坂田 実紀

抹茶と音楽を聞くのが好きです！
竈門炭治郎の耳飾りになりたい。

柳沼 諒

麻雀が好き。塩辛は生き甲斐。
頑張って生きています。

丸山 はるか

私は踊るのが好きでよさこいをやっ
ています。

星 颯斗

アウトドア派のラブライバー。
バドミントン部。

白河高校

白河高校

松本 大河

絵が下手な美術部員。
超甘党でポジティブ。

サポートスタッフ
● 鈴木 萌（宇都宮大学）　　    
● 佐藤 勇吹（中央大学）　
● 藤田 剛志（白河市役所）　    
● 青砥 和希（未来の準備室）

旗宿

神戸イベントレポート

葉の木平

旗宿地域と災害………………………………………………………………………………03

旗宿の仮置き場と地域の人たちの協力 ……………………………………………………05

旗宿仮置き場の管理とこれから ……………………………………………………………06

台風 19 号と旗宿と避難所と ー避難所の設置と実際ー …………………07

葉ノ木平震災復興公園について ……………………………………………………………09

あの日葉ノ木平で起こったこと ………………………………………………11

神戸訪問レポート～伝える大震災、つながる防災～ ……………13

防災ライターを経験して ……………………………………………………………………14

　白河市にあるコミュニティ・カフェ EMANON を拠点に活動する「裏庭

編集部」。” 高校生ライター” が、地域の情報を発信しています。2019-20

年のテーマは地域の防災。東日本大震災から白河市に生まれた防災・復興

の取り組みを取材し、白河市内外に発信します！

白河市にあるコミュニティ・カフェ EMANON を拠点に活動す

る「裏庭編集部」。” 高校生ライター” が、地域の情報を発信して

います。2019-20 年のテーマは地域の防災。東日本大震災から白河

市に生まれた防災・復興の取り組みを取材し、白河市内外に発信します！

白河市

福島県中通り地方の南部に位置する街。人口は約 59,671 人、面

積は 305.3 km²（2019 年現在）。東北の玄関口と呼ばれ、市内

には「白河の関」や松平定信が治めた「小峰城」があります。市内には白河

高校・白河旭高校・白河実業高校３つの高校があります。大学や短大はあり

ません。白河ラーメンや和菓子が有名です。
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る
」
と
い
う
限
度
で
は
な
く
、ま
た
「
安
全
」
と
「
危
険
」

の
境
界
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

放
射
性
物
質
に
よ
る
被
ば
く
線
量
を
下
げ
る
に
は
大

き
く
三
つ
の
手
順
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
①
取
り
除
く
。

放
射
性
物
質
が
付
着
し
た
表
土
を
削
り
、
落
ち
葉
や
枝

葉
は
除
去
し
、
建
物
は
洗
浄
し
ま
す
。
次
に
②
遮
る
。

放
射
性
物
質
を
土
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
い
、
放
射
線

を
遮
る
こ
と
で
空
間
放
射
線
量
を
減
ら
し
ま
す
。
最
後

に
③
遠
ざ
け
る
。
放
射
性
物
質
を
遠
ざ
け
る
こ
と
で
放

射
線
の
強
さ
は
弱
ま
り
、
人
へ
の
被
ば
く
線
量
を
下
げ

ま
す
。
こ
の
「
取
り
除
く
」
作
業
を
、
白
河
市
で
は
震

災
後
か
ら
2
0
1
6
年
末
ま
で
に
、
14
万
7
2
0
戸

の
家
屋
で
実
施
。
さ
ら
に
2
0
1
7
年
か
ら
は
企
業

や
工
場
の
敷
地
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
白
河
市
で
の

除
染
は
、
委
託
し
た
除
染
事
業
者
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
違
反

の
事
例
等
も
な
く
、
計
画
通
り
に
進
み
ま
し
た
。

　

個
人
の
住
宅
を
対
象
と
し
た
宅
地
除
染
で
は
ま
ず
、

空
間
放
射
線
量
を
測
定
し
ま
す
。
汚
染
状
況
重
点
調

査
地
域
の
指
定
の
基
準
と
な
る
毎
時
0
.
2
3
μ

S
v
/
h
の
数
値
が
検
出
さ
れ
た
場
合
、
ま
ず
家
主
の

方
か
ら
除
染
実
施
の
同
意
を
得
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
除

染
を
行
う
世
帯
そ
れ
ぞ
れ
に
個
人
カ
ル
テ
を
作
成
。
宅

地
の
航
空
写
真
と
区
画
、
測
定
地
点
の
空
間
放
射
線
量

な
ど
の
情
報
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
カ
ル
テ
を
も
と

に
除
染
を
行
い
ま
す
。
土
木
関
連
の
会
18
社
が
集
ま
っ

た
白
河
市
除
染
支
援
事
業
組
合
が
、
実
際
の
除
染
作
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
い
よ

い
よ
本
格
的
に
除
染
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
「
取
り
除
か
れ
た
」除
染
廃
棄
物（
土
や
葉
っ
ぱ
な
ど
）

を
土
で
覆
っ
て
「
遮
り
」、
住
宅
地
か
ら
は
離
れ
た
場

所
に
「
遠
ざ
け
る
」
た
め
に
作
ら
れ
た
の
が
、
旗
宿
仮

置
き
場
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
搬
出
先
で
あ
る
双
葉
郡

大
熊
町
に
あ
る
中
間
貯
蔵
施
設
で
す
。
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「
除
染
」
と
は
、
地
表
面
や
建
物
に
付
着
し
た
放
射

性
物
質
を
取
り
除
き
、
空
間
線
量
を
低
減
さ
せ
る
作
業

の
こ
と
。
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
放
射
性

物
質
は
、
東
日
本
の
広
い
範
囲
に
拡
散
。
地
域
に
よ
っ

て
は
、
事
故
以
前
と
比
べ
て
高
い
空
間
放
射
線
量
が
計

測
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
国
や
県
、
市

町
村
が
、
空
間
放
射
線
量
を
低
減
さ
せ
る
た
め
「
除
染
」

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
1
年
8
月
に
公
布
さ

れ
た
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
に
基
づ
い
て
白
河

市
は
、
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
は
、
除
染
実
施
計
画
を
定
め
て
除
染
を
実
施
す
る
区

域
を
決
定
、
除
染
を
進
め
ま
し
た
。

（
０
）
線
量
低
減
化
活
動
支
援
事
業

　

事
故
発
生
直
後
は
、
国
や
市
だ
け
で
除
染
を
行
う
に

は
限
界
が
あ
り
、
国
が
法
律
を
制
定
さ
せ
る
た
め
の
審

議
の
時
間
も
必
要
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
関
わ
っ
て

い
る
場
所
の
除
染
を
い
ち
早
く
始
め
る
た
め
、
市
民
に

補
助
金
を
交
付
。
P
T
A
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
校
庭
の

表
土
を
剥
ぎ
取
る
、
通
学
路
の
洗
浄
を
す
る
な
ど
線
量

を
下
げ
る
た
め
の
除
染
を
支
援
し
ま
し
た
。　

　
（
１
）
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法

　

市
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
か
ら
空
間
線
量
の

高
い
地
区
を
優
先
実
施
。
大
信
地
区
↓
旧
白
河
地
区
↓

表
郷
地
区
↓
東
地
区
の
順
に
実
施
。

　
（
２
）
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法

　

そ
の
中
で
も
、
市
民
の
生
活
空
間
を
優
先
し
、
さ
ら

に
子
供
や
妊
婦
の
生
活
空
間
で
あ
る
学
校
や
公
園
な
ど

の
教
育
施
設
を
優
先
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　そ

の
ひ
と
つ
に
「
市
民
に
係
る
追
加
被
ば
く
量
を
年

間
1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
1
m
S
v
/
y
e
a
r
）

以
下
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
す
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
日
本
人
の
1
年
間
の
平
均
被
ば
く
線
量

は
2
.
1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
。

　

こ
の
数
値
は
特
措
法
に
基
づ
く
基
本
方
針
に
よ
り
規

定
さ
れ
て
お
り
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
の
定
め
る

「
公
衆
の
追
加
被
ば
く
線
量
限
度
と
し
て
年
間
1
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
の
考
え
方
」
に
沿
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
数
値
を
超
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
以
上
被
ば

く
し
た
ら
す
ぐ
に
身
体
に
影
響
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う
数
値

は
、
放
射
線
防
護
措
置
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
の
目

安
で
、「
こ
れ
以
上
被
ば
く
す
る
と
健
康
被
害
が
生
じ

除
染
と
は

除
染
の
目
的

白
河
市
の
除
染
の
優
先
順
位

実
際
の
除
染
作
業

実際にお話を聞きました

宅地除染の作業で、一番大変だったことはなんですか？

除染作業の一つに木の枝や葉を落とす作業があって、枝や葉を落とさなくていい部分を落として！　とお願いされたり

する頼みごとが多くて、受け答えに納得してくれない方もいて、大変でした。私たちは植木職人ではないのですが…（苦笑）

　逆に落とさなくてはいけない部分を落とさないで！　とお願いされたり、やはり皆さんご自身のお家やお庭に関わるこ

とですから、頼みごとが多く、受け答えをするのに大変でした。あとはマスクですかね…除染作業では、どんなときも常に

マスクをしなければなりません。さらに手袋もしなくてはならない、長そでも、まくってはいけない。雨天時はカッパを着

る。など、他の土木工事以上に細かい安全管理のための決まりがあったので、特に夏の作業は暑くて大変でしたね。

鈴木萌

除染作業に従事された方

旗宿とは

取材・編集 /　鈴木　萌
取材当時白河高校生。現在は宇都宮大学生。

「除染カルテ」イメージ図

旗宿

旗宿は、白河の関跡のある地域。山林に囲まれ、里山が広がります。地域の特産物は蕎麦
です。除去土壌を管理する「旗宿仮置き場」があります。このページでは、除染とは何か？
から丁寧にご説明します。



　

皆
さ
ん
は
福
島
で
あ
っ
た
よ
う
な
原
発
事
故
が
近
く

で
起
き
て
し
ま
っ
た
時
、
住
ん
で
い
る
地
区
に
「
除
去

土
壌
の
仮
置
き
場
を
作
ら
せ
て
下
さ
い
。」
と
言
わ
れ

た
ら
、
仮
置
き
場
の
た
め
に
「
協
力
」
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
か
？　

私
は
、
そ
う
簡
単
に
協
力
し
た
い
と
い

う
考
え
は
出
て
こ
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
だ
け
で
な
く
、

そ
う
考
え
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
白

河
市
旗
宿
の
仮
置
き
場
が
ど
の
よ
う
な
場
所
か
、
ど
の

よ
う
な
人
々
の
協
力
に
よ
っ
て
出
来
た
か
を
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

仮
置
き
場
に
は
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
（
略
称
：

フ
レ
コ
ン
）
と
呼
ば
れ
る
袋
が
あ
り
ま
す
。
フ
レ
コ
ン

に
は
、
家
庭
や
工
場
の
除
染
作
業
で
発
生
し
た
土
や
木

の
枝
、
草
が
約
１
ト
ン
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
白
河
市
旗

宿
地
区
仮
置
き
場
に
は
、
国
会
議
事
堂
よ
り
広
い
敷
地

に
、
フ
レ
コ
ン
が
15
万
袋
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
ん

で
い
る
近
く
に
、
除
染
で
発
生
し
た
ゴ
ミ
の
詰
ま
っ
た

フ
レ
コ
ン
が
あ
っ
た
ら
、
体
に
悪
い
影
響
が
出
る
の
で

は
な
い
か
、
と
考
え
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
旗
宿
地
区
で
は
違
い
ま
し
た
。
仮
置
き
場
を

設
置
す
る
際
、
市
の
職
員
の
方
の
説
明
も
あ
っ
て
、
住

民
全
員
が
設
置
に
同
意
し
ま
し
た
。
そ
し
て
地
域
の
方

か
ら
は
、（
白
河
市
全
体
の
）
除
染
を
子
供
た
ち
の
た

め
に
は
や
く
進
め
て
欲
し
い
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
そ

う
で
す
。

　

震
災
か
ら
9
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
現
在
で
も
、

地
域
の
方
々
の
安
心
感
を
補
う
た
め
に
旗
宿
の
住
民
自

ら
組
織
し
た
「
旗
宿
監
視
委
員
会
」
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
担
当
者
が
週
に
1
回
、
全
17
ヶ
所
の
計
測
点
で
放

射
線
量
を
測
定
し
て
い
ま
す
。
17
ヶ
所
に
は
、
目
印
と

し
て
高
さ
1
m
の
黒
い
杭
が
打
っ
て
あ
り
ま
す
。
仮

置
き
場
の
線
量
の
測
定
に
は
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い

て
い
ま
す
。
計
測
し
た
線
量
は
、
白
河
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
、
旗
宿
行
政
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
で
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
線
量
の
測
定
以
外
に
も
、
旗
宿
地
域
の
人
た
ち

は
、
仮
置
き
場
敷
地
内
の
草
刈
り
を
し
た
り
、
ゴ
ミ
拾

い
を
し
た
り
し
て
、
仮
置
き
場
の
管
理
に
協
力
し
て
い

ま
す
。

　

白
河
市
で
は
、
地
域
の
方
の
理
解
に
よ
っ
て
で
き
た

仮
置
き
場
が
、
地
域
の
人
の
手
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。
例
え
ば
郡
山
市
で
は
、
市
内
に
仮
置
き

場
を
つ
く
る
地
域
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
各
家
庭

の
庭
の
地
中
に
フ
レ
コ
ン
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
こ
と
で
、
よ
り
地
域
で
協
力
し

て
支
え
て
い
る
こ
と
を
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
の
取
材
を
行
い
、人
と
人
と
の
間
に
は
「
協

力
」
が
必
要
不
可
欠
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
旗

宿
監
視
委
員
会
の
方
々
は
放
射
線
量
を
測
定
す
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
に
実
際
に
見
て
も
ら
う
こ
と
。

そ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、
安
全
性
を
伝
え
、
安
心

し
て
生
活
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の

暮
ら
し
に
関
す
る
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
自
分
か
ら
積

極
的
に
協
力
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
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丸
山　

は
る
か

　
福
島
県
白
河
市
。
白
河
市
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
か
ら
約
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
る
。
ラ
ー
メ
ン

の
有
名
な
町
だ
。
今
回
、
私
は
そ
の
白
河
市
旗
宿
の
仮

置
き
場
に
行
っ
た
。
仮
置
き
場
で
は
、
汚
染
土
の
管
理

方
法
、
仮
置
き
場
の
こ
れ
か
ら
を
教
え
て
頂
い
た
。
ぜ

ひ
皆
様
に
も
知
っ
て
頂
き
た
く
、
こ
の
記
事
を
書
い
た
。

　

仮
置
き
場
と
い
う
の
は
、
汚
染
土
を
一
時
的
に
保
管

し
て
お
く
所
だ
。
旗
宿
仮
置
き
場
の
場
合
、
広
さ
約

11
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
汚
染
土
壌
は
2
0
1
7
年
時
点
で

18
万
7
千
袋
あ
っ
た
。
集
め
ら
れ
た
汚
染
土
は
中
間
貯

蔵
施
設
に
運
ば
れ
、
最
後
に
最
終
処
分
場
で
処
理
さ
れ

る
。
現
在
も
少
し
ず
つ
だ
が
運
び
出
し
の
作
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。
１
日
に
ダ
ン
プ
カ
ー
20
台
分
、
約
1
5
0

袋
。
１
ヶ
月
で
約
3
千
袋
運
び
出
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
仮
置
き
場
に
あ
る
汚
染
土
は
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

コ
ン
テ
ナ
（
フ
レ
コ
ン
）
や
、
大
型
土
嚢
な
ど
に
入
れ

ら
れ
、
水
を
通
さ
な
い
遮
蔽
シ
ー
ト
な
ど
を
下
に
敷

き
、
上
を
遮
水
シ
ー
ト
な
ど
で
覆
い
管
理
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
保
管
方
法
の
放
射
線
に
対
す
る
遮
蔽
効
果
は

9
9
.
8
%
だ
。
な
の
で
、
仮
置
き
場
の
放
射
線
量
は

か
な
り
低
い
。
取
材
の
時
に
目
の
前
で
測
っ
て
頂
い
た
。

旗
宿
仮
置
き
場
の
数
値
が
、
0
.
0
6
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
（
μ
S
v
/
h
）。
除
染
対
象
と
な
る
の
が
、

年
間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
一
時
間
あ
た
り
の
放
射
線

量
に
換
算
し
た
値
で
あ
る
、
毎
時
0
.
2
3
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
。
旗
宿
仮
置
き
場
は
そ
の
基
準
値

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
仮
置
き
場
は
汚
染
土
を
集

め
て
い
る
の
だ
か
ら
危
険
な
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
た

が
、
違
う
よ
う
だ
。
実
は
安
全
で
、
危
険
性
は
無
い
ら

し
い
。
正
直
、
と
て
も
安
心
し
た
。

　

さ
て
、
そ
の
仮
置
き
場
だ
が
、
こ
の
ま
ま
順
調
に
作

業
が
終
わ
れ
ば
2
0
2
1
年
度
に
は
役
目
を
終
え
る
。

役
目
を
終
え
た
仮
置
き
場
は
、
跡
地
利
用
さ
れ
る
も
の

も
あ
る
。
仮
置
き
場
を
作
る
時
は
、
原
状
回
復
工
事
を

す
る
取
り
決
め
が
あ
る
。
今
回
取
材
に
行
っ
た
旗
宿
仮

置
き
場
も
同
様
で
、
新
た
な
事
に
活
用
さ
れ
る
事
が
わ

か
っ
て
い
る
。
旗
宿
の
人
た
ち
に
も
、
理
解
・
協
力
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
ど
ん
な
こ
と
に
活
用
す
る
か
決
め

る
。
仮
置
き
場
に
使
わ
れ
て
い
る
フ
ェ
ン
ス
等
も
再
利

用
さ
れ
る
。
白
河
市
で
は
、
白
河
総
合
運
動
公
園
と
い

う
場
所
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
、
仮
置
き
場
の
フ
ェ
ン
ス

が
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
。
資
材
を
再
利
用
し
、
無
駄

に
な
ら
な
い
よ
う
し
て
い
る
の
だ
。
丁
寧
な
物
の
扱
い

に
、
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
。

　　

　

今
回
の
記
事
で
、
汚
染
土
の
扱
わ
れ
方
、
白
河
市
の

現
状
が
伝
わ
れ
ば
嬉
し
い
。
仮
置
き
場
は
跡
地
利
用
さ

れ
、
物
資
は
再
利
用
さ
れ
る
。
少
し
ず
つ
だ
が
、
町
が

良
い
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
。
い
つ
か
、
白
河
市
が
、

福
島
県
が
、
震
災
以
前
よ
り
賑
わ
う
日
も
遠
く
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
取
材
を
通
し
て
肌
で
感
じ
た
。
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柳
沼　
諒

旗
宿
仮
置
き
場
の
管
理
と
こ
れ
か
ら

旗
宿
の
仮
置
き
場
と
地
域
の
人
た
ち
の
協
力

 旗宿旗宿
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避
難
所
は
県
内
市
内
の
災
害
情
報
な
ど
の
情
報
が
集

ま
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
住
民
が
1
人
で

も
避
難
所
に
い
て
く
れ
る
と
近
所
に
情
報
発
信
が
し
や

す
く
な
り
、
避
難
所
の
係
の
方
々
も
状
況
把
握
が
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
避
難
所
に
は
自
分
1
人

の
身
を
守
る
以
上
の
効
果
が
あ
り
、
あ
な
た
が
避
難
す

る
こ
と
で
他
の
住
民
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
所
に
行
け
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。
藤
田
さ
ん
は
「
避
難
所
が
開
設
さ
れ

た
と
き
は
、
大
変
な
状
況
な
ん
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

安
全
に
避
難
所
に
移
動
で
き
る
、
雨
が
弱
く
日
が
明
る

い
う
ち
に
避
難
所
に
来
て
く
だ
さ
い
。」
と
言
い
ま
す
。

避
難
所
に
は
暖
房
が
つ
い
て
い
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

毛
布
が
あ
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
私
達
は
水
と
食
料
、

そ
し
て
体
温
調
節
が
で
き
る
も
の
を
持
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
な

の
で
災
害
が
起
き
て
か
ら
、
ど
う
い
う
行
動
を
す
る
か
、

家
族
や
身
近
な
人
達
と
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
の
考
え
の
中
に
「
避
難
所
に
行

く
」
と
い
う
選
択
肢
を
持
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
確
か
に
避
難
所
へ
行
く
こ
と
に
は
不
安
が
あ
る
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
自
宅

待
機
を
し
た
方
が
安
全
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

避
難
所
へ
行
く
こ
と
で
拭
え
る
不
安
や
、
自
分
1
人

の
身
を
守
る
こ
と
以
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
避

難
し
て
特
に
被
害
が
な
か
っ
た
後
で
も
、「
何
も
起
き

な
く
て
よ
か
っ
た
ね
」
と
笑
い
合
え
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
取
材
・
ラ
イ
タ
ー
/
齋
須　

い
ぶ
き　
　
　

7８

あ
な
た
は
、
災
害
が
起
き
た
場
合
、
避
難
所
に
行
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
か
？　

2
0
1
9
年
10
月
12
日
、

台
風
19
号
が
日
本
に
上
陸
し
、
福
島
県
で
は
31
人
が
亡

く
な
り
、
土
砂
災
害
は
78
件
、
1
万
4
1
9
7
棟
の

住
宅
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
白
河
市
内
で
も
２
人
が
命

を
落
と
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
災
害
が
起
き
た
場
合

に
私
た
ち
が
頼
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
が
避
難
所
で
す
。

し
か
し
、
実
際
に
避
難
所
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人

は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
避
難
所
に

は
自
分
の
命
を
守
る
以
外
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

白
河
市
旗
宿
で
は
、
地
区
の
中
を
流
れ
る
阿
武
隈
川

支
流
の
社
川
（
や
し
ろ
が
わ
）
が
氾
濫
し
ま
し
た
。
山

に
囲
ま
れ
た
地
形
の
た
め
、
地
区
内
で
は
土
砂
崩
れ
も

発
生
し
ま
し
た
。
地
区
と
白
河
市
街
地
を
結
ぶ
道
路
が

氾
濫
に
よ
っ
て
陥
没
し
、
土
砂
が
流
入
。
集
落
が
孤
立

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は

都
会
よ
り
も
田
舎
の
方
が
他
の
場
所
へ
行
く
抜
け
道
が

多
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
そ
の
事
実
を
聞
い
て
驚
き

ま
し
た
。　
　

　

白
河
市
は
、
10
月
12
日
15
時
ご
ろ
、
旗
宿
地
区
の
避

難
所
設
置
の
た
め
職
員
を
派
遣
。
当
時
、
避
難
所
設
置

の
担
当
に
な
っ
た
白
河
市
教
育
委
員
会
事
務
局
の
藤
田

剛
志
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

藤
田
さ
ん
は
２
名
で
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

公
民
館
に
向
か
い
ま
し
た
。
住
民
の
方
は
、
市
職
員
の

藤
田
さ
ん
が
到
着
す
る
よ
り
先
に
、
公
民
館
に
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
藤
田
さ
ん
は
「
避
難
所
は
市
役
所
が
設

置
す
る
も
の
、
と
思
っ
て
い
た
の
で
驚
い
た
」「
心
強
い

な
」と
感
じ
た
そ
う
で
す
。早
速
、旗
宿
の
自
治
会
の
方
々

と
「
避
難
所
」
の
看
板
を
立
て
ま
し
た
。

　

地
区
内
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
と
い
う
情
報
が
藤

田
さ
ん
の
元
に
入
り
、
状
況
確
認
の
た
め
に
、
17
時
50

分
ご
ろ
に
地
区
内
の
見
回
り
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
時

点
で
既
に
社
川
が
溢
れ
、
公
民
館
の
前
の
道
路
は
冠
水

し
て
、
歩
く
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
自
治
会
の
方
々
は
、
18
時
に
は
既
に
、
こ
れ
か

ら
避
難
所
に
来
る
方
の
た
め
に
、カ
レ
ー
を
作
っ
て
待
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
だ
こ
の
時
点
で
、
避
難
所
の
利
用
者

は
1
人
も
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

19
時
50
分
、
大
雨
特
別
避
難
警
報
が
発
表
。
最
初
の

利
用
者
が
５
人
来
ま
し
た
。
最
終
的
に
こ
の
日
、
避
難

所
に
来
た
人
数
は
10
人
で
し
た
。
藤
田
さ
ん
が
想
定
し

て
い
た
人
数
は
20
～
30
人
。
し
か
し
実
際
に
避
難
し
て

き
た
方
は
少
な
く
、「
意
外
と
自
宅
待
機
が
多
い
の
か
」

と
驚
い
た
そ
う
で
す
。
こ
こ
ま
で
が
藤
田
さ
ん
が
実
際

に
体
験
し
た
避
難
の
様
子
で
す
。

台
風
19
号
と
旗
宿
と
避
難
所
と　

ー
避
難
所
の
設
置
と
実
際
ー

避難所へ行くメリットまとめ避難所へ行くメリットまとめ

2

3

4

1 自分の身を守ることができる

正確な情報を入手できる

行政が、住民の安否などの情報を把握できる

地域の人同士で支えあえる

多くの避難所は、安全な場所に立地しています。

避難所には県内市内の情報が集まるのでスマートフォンが使えなくなった場合や、
停電の時にも情報を入手できる。市役所からの情報なのでネットよりも情報が正確。

住民が避難所にいることで避難指示をする立場の人が地域の情報を把握できる。

個人でいるよりも地域で集まった方が安心感が得られる。

旗宿  旗宿

土砂崩れの様子

社川氾濫による通行止め

社川氾濫の様子

避難所では常に
災害情報がやりとりされている

旗宿地域では、毎年新そばまつりを
行なっています。お祭りでたくさん
のおそばを提供していることも、避
難所の運営に役立っているのかも。

新そばまつりでは、打ちたての
そばに舌鼓を打てます。
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白
河
市
の
葉
ノ
木
平
地
区
で
は
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
起
こ
り
ま
し

た
。
約
7
万
5
0
0
0
㎥
も
の
土
砂
が
流
れ

落
ち
同
地
区
を
襲
い
、
13
人
も
の
方
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
被
害
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と

白
河
市
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
が
葉
ノ
木
平
震

災
復
興
記
念
公
園
で
す
。
た
だ
の
公
園
で
は
な

く
、
防
災
公
園
と
し
て
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

通
常
は
ベ
ン
チ
と
し
て
使
用
︒災
害
時
に
は
︑

座
板
を
外
す
こ
と
で
炊
き
出
し
用
か
ま
ど
に
な

り
ま
す
︒
薪
を
燃
や
し
て
︑
お
湯
を
沸
か
し
た

り
︑
鍋
料
理
が
で
き
ま
す
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
を
外
し
︑
テ
ン
ト
や
仮

設
洋
式
便
座
等
を
組
み
立
て
︑
非
常
用
ト
イ
レ

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
断
水
等

で
水
洗
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
際
に

も
︑
下
水
道
と
直
接
繋
が
っ
て
い
る
の
で
︑
流

す
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
︒

屋
根
付
き
ベ
ン
チ
の
あ
ず
ま
や
︒
災
害
時
に

は
︑
防
風
の
た
め
の
テ
ン
ト
幕
を
張
る
こ
と
が

で
き
︑
寒
冷
期
の
被
災
で
も
︑
休
憩
場
所
と
し

て
活
用
で
き
ま
す
︒

万
が
一
災
害
が
起
き
た
時
の
一
次
避
難
所
に

も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
︒
一
次
避
難
所
と
は
︑

災
害
に
よ
っ
て
住
居
等
が
壊
れ
た
り
︑
家
が
使

用
出
来
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
被
災
者
に
対

し
︑
宿
泊
や
給
食
等
の
救
援
援
助
を
実
施
す
る

施
設
で
す
︒

公
園
の
奥
に
行
く
と
﹁
震
災
の
記
念
碑
﹂
が

あ
り
ま
す
︒
毎
年
︑
3
月
11
日
は
公
園
で
慰

霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒
午
後
2
時
46
分
︑

記
念
碑
の
前
で
住
民
の
皆
さ
ん
が
黙
祷
を
し
ま

す
︒
記
念
碑
の
後
ろ
が
︑
土
砂
崩
れ
の
起
こ
っ

た
現
場
で
す
︒
現
在
は
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ

て
い
ま
す
︒
震
災
後
に
整
備
さ
れ
た
植
樹
も
あ

り
ま
す
︒
こ
の
場
所
は
︑
地
震
発
生
時
に
は
︑

土
砂
災
害
警
戒
区
域
︵
土
砂
災
害
の
起
こ
る
可

能
性
の
高
い
危
険
箇
所
︶
と
し
て
は
︑
指
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒

震
災
の
悲
惨
さ
を
物
語
る
記
念
パ
ネ
ル
も
あ

り
ま
す
︒
東
日
本
大
震
災
の
概
要
︑
津
波
が
来

た
場
所
︑各
地
の
震
度
な
ど
が
載
っ
て
い
ま
す
︒

白
河
市
内
で
は
︑
葉
ノ
木
平
地
区
で
土
砂
崩
れ

に
よ
っ
て
13
名
︑
大
信
隈
戸
地
区
で
も
や
は
り

土
砂
崩
れ
に
よ
っ
て
1
名
︑
萱
根
地
区
で
は

瓦
の
落
下
に
よ
り
1
名
が
命
を
落
と
し
ま
し

た
︒
よ
っ
て
︑
白
河
市
内
で
は
計
15
名
が
亡
く

な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
︒

公
園
に
す
る
こ
と
で
ト
イ
レ
に
立
ち
寄
っ

た
、
遊
び
に
来
た
、
な
ど
の
理
由
で
小
さ
い
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の

方
が
目
に
止
め
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
公
園
に
隣
接
し
て
国
道
2
9
4
号
白

河
バ
イ
パ
ス
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
白

河
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
改
善
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
人
が
こ
の
公

園
の
こ
と
を
知
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

パ
ネ
ル
や
記
念
碑
を
見
た
人
が
、
少
し
で
も
震

災
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
　
　

　
　
　
　
取
材
・
ラ
イ
タ
ー
/　

坂
田　

実
紀

①
か
ま
ど
ベ
ン
チ

②
防
災
ト
イ
レ

③
防
災
あ
ず
ま
や

④
一
次
避
難
所

⑤
震
災
の
記
念
碑

⑥
記
念
パ
ネ
ル

葉
ノ
木
平
震
災
復
興
公
園
に
つ
い
て

皆
さ
ん
は
震
災
の
記
憶
を
形
と
し
て
残
し
て
い
く
意
味
は
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
？

葉ノ木平 Tree

①かまどベンチ

②防災トイレ⑥記念パネル

⑤震災の記念碑
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す
み
れ

当
時
︑
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
際
︑
ど

の
よ
う
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
か
？

鈴
木　

土
砂
崩
れ
が
起
き
︑
付
近
に
建
っ
て
い
た
家
屋

と
と
も
に
住
人
な
ど
︑
合
わ
せ
て
13
名
の
方
が
巻
き
こ

ま
れ
ま
し
た
︒
地
面
に
は
3
～
5
ｍ
に
渡
り
︑
土
砂

が
堆
積
し
︑
ど
れ
だ
け
多
く
の
土
砂
が
崩
れ
た
の
か
が

分
か
り
ま
す
︒

す
み
れ

凄
ま
じ
い
被
害
で
す
ね
︙
︒
こ
の
時
︑
鈴
木

さ
ん
は
市
役
所
の
職
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ

れ
た
の
で
す
か
？

鈴
木　

消
防
︑
警
察
︑
自
衛
隊
︑
建
設
会
社
の
関
係
者

が
24
時
間
態
勢
で
土
砂
に
埋
ま
っ
た
住
人
等
の
捜
索
に

当
た
り
︑
私
は
︑
捜
索
隊
と
救
出
作
業
を
見
守
る
ご
家

族
の
方
々
と
を
繋
ぐ
役
割
を
務
め
ま
し
た
︒

す
み
れ

24
時
間
体
制
で
す
か
!?

　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
捜
索
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し

た
か
？

鈴
木　

土
砂
の
量
が
莫
大
で
あ
っ
た
た
め
ス
コ
ッ
プ
で

掘
り
返
す
作
業
は
難
し
く
︑
ま
ず
は
重
機
で
土
砂
の
表

面
を
少
し
ず
つ
削
り
取
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
︒

ま
た
︑一
刻
も
早
く
発
見
で
き
る
よ
う
に
︑フ
ァ
イ
バ
ー

ス
コ
ー
プ
を
準
備
し
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
堆
積
し
た
土

砂
は
火
山
灰
質
粘
性
土
と
呼
ば
れ
る
地
層
で
︑
一
度
水

分
を
吸
収
す
る
と
非
常
に
強
い
粘
り
気
を
持
つ
土
に
変

わ
る
た
め
︑
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
で
の
捜
索
は
困
難

を
極
め
ま
し
た
︒
な
お
︑
捜
索
に
際
し
て
は
︑
発
見
さ

れ
た
後
発
見
さ
れ
た
後
す
ぐ
に
病
院
へ
搬
送
で
き
る
よ

う
に
救
急
隊
員
を
待
機
さ
せ
︑
捜
索
者
が
そ
の
時
に
身

に
つ
け
て
い
た
衣
類
や
持
っ
て
い
た
物
な
ど
を
手
が
か

り
に
し
ま
し
た
︒
そ
れ
ら
が
発
見
さ
れ
る
と
︑
近
く
に

捜
索
者
が
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
︑
一
旦
重
機
を
止

め
︑
手
作
業
で
掘
り
進
め
る
こ
と
を
何
度
も
何
度
も
繰

り
返
し
ま
し
た
︒

す
み
れ

捜
索
活
動
で
気
を
つ
け
て
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

鈴
木

や
は
り
︑
捜
索
活
動
お
い
て
は
時
間
が
勝
負
に

な
り
ま
す
︒
毎
朝
︑
捜
索
す
る
前
に
本
部
で
そ
の
日
の

捜
索
方
針
を
入
念
に
打
合
せ
し
︑
捜
索
の
ポ
イ
ン
ト
を

葉ノ木平 TreeTree 葉ノ木平

絞
る
な
ど
︑
日
々
工
夫
を
重
ね
ま
し
た
︒

す
み
れ

状
況
を
冷
静
に
判
断
し
な
が
ら
捜
索
を
行
っ

た
の
で
す
ね
︙
︒
捜
索
は
い
つ
終
了
し
た
の
で
す
か
？

鈴
木

最
初
に
発
見
さ
れ
た
の
が
発
生
か
ら
2
日
後
︑

そ
し
て
最
後
に
発
見
さ
れ
た
の
が
12
日
後
の
3
月
23
日

で
し
た
︒
土
砂
の
性
質
が
悪
く
︑
捜
索
が
難
航
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒

星

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
？

鈴
木

う
ー
ん
と
・
・
・
救
出
作
業
中
は
規
制
線
っ
て
い

う
の
を
張
っ
て
︑
現
場
に
は
作
業
員
以
外
入
れ
な
い
よ

う
に
す
る
ん
で
す
よ
︒
で
す
が
︑
土
砂
崩
れ
の
被
害
者

の
関
係
者
が
規
制
線
を
超
え
て
入
っ
て
き
て
し
ま
う
の

で
す
︒
そ
し
て
︑
ヒ
ー
タ
ー
で
暖
を
と
る
作
業
員
を
見

て
︑﹁
ち
ゃ
ん
と
真
剣
に
作
業
を
し
ろ
﹂
と
訴
え
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
︒
も
ち
ろ
ん
関
係
者
の
方
々
の

一
刻
も
早
く
自
分
の
家
族
を
見
つ
け
た
い
と
の
気
持
ち

は
十
分
分
か
る
の
で
す
が
︑
こ
ち
ら
も
決
し
て
サ
ボ
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
︑
重
機
で
掘
り
進
め
て
い
る

間
は
出
番
が
な
い
人
も
い
る
ん
で
す
︒

星

そ
の
救
出
作
業
の
中
で
︑
誰
か
に
助
け
ら
れ
た
︑

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
？

鈴
木

あ
あ
！　

そ
こ
の
家
の
方(

す
ぐ
近
く
に
建
つ

家
を
指
し
て)

が
︑
ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ン
セ
ン
ト
と
延
長

コ
ー
ド
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
よ
︒
ど
れ
ほ
ど

か
か
る
か
分
か
ら
な
い
︑
手
探
り
の
救
出
作
業
の
中
︑

こ
う
い
っ
た
助
け
は
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
︒

星

な
ん
と
！　

す
ぐ
そ
こ
の
家
の
方
で
す
か
︒
災
害

時
の
助
け
合
い
は
大
切
と
は
言
い
ま
す
け
ど
︑
実
際
に

行
動
す
る
の
は
中
々
勇
気
が
い
り
ま
す
よ
ね
︒
自
分

だ
っ
た
ら
そ
ん
な
風
に
行
動
で
き
た
か
な
ぁ
︙
︒

す
み
れ

捜
索
活
動
が
終
了
し
︑
改
め
て
思
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
か
？

鈴
木

葉
ノ
木
平
の
土
砂
災
害
で
は
フ
ァ
イ
バ
ー
ス

コ
ー
プ︵
注
：
先
端
に
カ
メ
ラ
が
つ
い
た
︑
柔
軟
性
の

あ
る
管
︶
が
使
え
な
か
っ
た
り
︑
噴
き
出
す
地
下
水
の

排
出
に
追
わ
れ
る
な
ど
想
定
外
な
こ
と
が
多
く
︑
そ
の

場
で
臨
機
応
変
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
が

多
く
あ
り
ま
し
た
︒
今
何
が
で
き
る
か
︑
何
を
す
べ
き

か
を
︑
自
ら
考
え
︑
行
動
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
強
く

感
じ
ま
し
た
︒

す
み
れ

最
後
に
︑
い
つ
災
害
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
今
︑
わ
た
し
た
ち
は
な
に
を
心
が
け
て
い
け
ば
よ
い

と
考
え
ま
す
か
？

鈴
木

自
分
の
命
は
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
︒
例
え
ば
︑
家
の
中
で
落
ち
た
ら
危
な
い
も
の
は
な

い
か
︑
身
近
な
避
難
場
所
は
ど
こ
か
な
ど
︑
常
日
頃
か

ら
危
険
分
子
や
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
︒そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑

仮
に
災
害
が
起
き
た
際
に
も
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
︒

す
み
れ

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
︑
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

鈴
木
さ
ん
へ
の
取
材
を
通
し
て
、
わ
た
し
が
特
に
感

じ
た
の
は
、
自
ら
気
づ
き
、
行
動
す
る
こ
と
の
重
要
さ

で
す
。
災
害
へ
の
備
え
と
い
う
と
、
非
常
用
持
ち
出
し

袋
な
ど
の
物
資
を
想
像
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
わ
た

し
は
心
構
え
も
立
派
な
災
害
へ
の
備
え
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
今
わ
た
し
は
何
が
で
き
る
か
。
少
し
で
も
普
段

の
生
活
か
ら
意
識
し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

   

取
材
・
ラ
イ
タ
ー
/　

駒
坂
す
み
れ
︑
星　

颯
斗

あ
の
日
葉
ノ
木
平

で
起
こ
っ
た
こ
と

  

東
日
本
大
震
災
で
当
時
被
災
地
で
行
方
不
明
の
方
の

捜
索
活
動
を
行
っ
て
い
た
鈴
木
さ
ん
に
取
材
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
場
所
は
、
葉
ノ
木
平
地
区
に
あ
る

葉
ノ
木
平
震
災
復
興
記
念
公
園
で
す
。
実
は
こ
の
公
園

が
造
ら
れ
た
場
所
は
東
日
本
大
震
災
で
大
規
模
な
土
砂

災
害
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
死
者
13
名
、
全
壊
家
屋
10

戸
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
時
、
津
波
被
害
や
原
発
災
害
と
比
べ
て
、
あ
ま
り

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
津
波
被
害
を
除
き
県
内
最
大
の
人
的
被
害
が
あ
っ

た
場
所
で
す
。

︒

　

捜索活動を行った鈴木さん

すべり防止区域パネル
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「
防
災
ラ
イ
タ
ー
」
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら

し
た
被
害
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
復
旧
さ
せ
た
の
か
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に
対
し
て
私

た
ち
は
ど
の
よ
う
な
「
防
災
」
を
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
取

材
を
通
し
て
考
え
ま
し
た
。
実
際
に
、
耳
で
聞
き
、
目
で
見

て
、
肌
で
感
じ
る
と
い
う
経
験
は
私
に
と
っ
て
は
貴
重
な
も

の
で
し
た
。
以
前
の
私
は
、
防
災
に
対
し
て
「
防
災
グ
ッ
ズ

を
持
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
！
」
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
取
材
で
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
当
時
の
状
況

な
ど
の
話
を
聞
い
て
、
な
ん
て
浅
は
か
で
危
な
い
考
え
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
方
へ
取
材
を
行
っ
て
き
た
中
で
、
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
当
時
葉
ノ

木
平
で
捜
索
活
動
を
行
っ
て
い
た
鈴
木
さ
ん
で
す
。
取
材
の

中
で
「
嫌
な
思
い
出
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い
。」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
と
き
、
こ
れ
も
防
災
の
1
つ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

起
き
て
し
ま
っ
た
事
実
か
ら
目
を
背
け
ず
、
経
験
を
し
て
い

な
い
人
へ
語
り
継
ぐ
。「
物
質
的
な
も
の
で
の
防
災
だ
け
で
な

く
、
当
時
の
気
持
ち
や
教
訓
を
伝
え
る
こ
と
も
防
災
に
繋
が

る
ん
だ
な
。」
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
鈴
木
さ
ん

へ
の
取
材
を
記
事
へ
書
く
時
、
ど
う
し
た
ら
鈴
木
さ
ん
の
思

い
が
読
ん
で
い
る
人
に
届
く
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
も
、
気
持
ち
や
事
実
を
発
信
す
る
こ
と
は
難
し
い

の
か
と
発
信
す
る
側
に
立
っ
た
か
ら
こ
そ
分
か
っ
た
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

　

自
分
の
書
い
た
記
事
が
載
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
「
災
害

メ
モ
リ
ア
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
K
O
B
E
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で

同
じ
年
代
の
高
校
生
や
大
学
生
に
配
り
ま
し
た
。
午
前
中
は
、

参
加
し
た
チ
ー
ム
の
活
動
発
表
が
あ
り
、
発
表
を
聞
い
て
い

た
中
で
「
未
災
者
か
ら
未
災
者
へ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

頭
に
残
り
ま
し
た
。
発
表
し
て
い
た
チ
ー
ム
は
、
中
・
高
校

生
や
大
学
の
研
究
室
の
方
ば
か
り
で
、
実
際
に
震
災
を
経
験

し
て
い
た
世
代
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
率
先
し
て
防
災
に

つ
い
て
考
え
、
発
表
し
て
い
る
姿
に
尊
敬
と
「
私
も
も
っ
と

防
災
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。」
と
強
い
使
命
感
を

抱
き
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
発
表
で
感
じ
た
こ
と
は
、
地
域

や
人
と
の
連
携
の
重
要
さ
で
す
。
1
つ
の
チ
ー
ム
で
は
、
地

域
の
人
と
一
緒
に
避
難
所
開
設
ゲ
ー
ム
（
H
U
G
）
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
地
域
全
体
で
情
報
を
共
有
し
、
課
題
を
解
決

し
て
い
く
こ
と
は
防
災
で
は
必
要
不
可
欠
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。

　

防
災
ラ
イ
タ
ー
を
や
る
と
決
め
た
時
、
内
容
も
難
し
く
、

記
事
を
書
く
な
ど
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
ば
か
り

で
、
緊
張
と
不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今

で
は
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。
知
ら
な
い

か
ら
こ
そ
、
1
歩
踏
み
込
ん
で
知
ろ
う
と
努
力
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。
全
て
の
活
動
を
通
し
て
、
改
め
て
、

防
災
の
重
要
さ
を
確
認
す
る
と
共
に
、
自
分
か
ら
進
ん
で
動

い
て
み
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

    

 感想

神戸訪問レポート神戸訪問レポート
～伝える大震災、つながる防災～

9:00

9:30

10:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

20:30

神戸では阪神・淡路大震災から 25 年。2016 年から行われている災害メモリア

ルアクション KOBE に参加してきました！世代を超え、少しでも被害を小さくす

るために未災者である中・高校生も主体となり、防災・減災について考えます。
栄食堂

人と防災未来センター

活動発表

パネルディスカッション

コンサート

ランチ

NPO 法人 プラス・アーツでの意見交換会

伊丹空港から ANA で福島へ

ただいまー！

ポスター発表

美味しい朝ごはんとお店の方の行ってらっしゃい

にお腹も心も満タン！ 1 日がんばりましょう！

大阪湾に隣接する防災・減災に貢献するために作られ

た機関。ここが発表会場！

関西圏の大学生・高専生・高校生の発表を聞きました。関西大学社会安全

学部奥村研究室の発表。災害関連死についての発表でした。避難所生活で

の悪環境による関連死において、実際に死因となる疾患ほどあまり認知さ

れていないことが意外でした。

人と防災未来センターと関西大学の研究者をコーディネーターに、

神戸市立渚中学校・滋賀県立彦根東高校の生徒さんがディスカッ

ション。「今、私が伝えたいこと」がテーマ！　活動の原動力は？

戸惑いはあった？　発表した活動の裏側にフォーカス！

本番！　限られた時間の中でポスターを用いながら発表！　裏庭編

集部のこと、自分たちが行った活動、伝えたい思いを神戸の方に

しっかりと伝えることができました。

同じ福島県の「福島しあわせ運べるように合唱団」さんによるコン

サート。力強く、綺麗なハーモニーが会場に響き渡りました！

オシャレなパン屋さんでランチ。美味しいパンを食べながら、ひとまず休憩！

永田 宏和さんに、デザインを用いた防災教育について伺いました！親しみやすい

イラストと思わずやってみたくなるイベントで防災を身近に感じやすかったです！

神戸から福島へ！　空から見える大阪の夜景に一同うっとり…

神福島空港に到着！　みなさんおつかれさまでした！　ゆっくり休んでね！

駒坂　すみれ
Sumire Komasaka

防
災
ラ
イ
タ
ー
を
経
験
し
て

01

13

一緒に神戸に行った 3人

防
災
を
語
り
続
け
る

未
災
者
か
ら
未
災
者
へ
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初
め
て
神
戸
に
出
向
き
、
私
は
多
く
の
気
づ
き
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
神
戸
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が

学
校
や
地
域
で
行
っ
て
い
る
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。
大
震

災
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
や
、
防
災
に
つ
い
て
学
べ
る
ゲ
ー

ム
の
開
発
や
、
各
団
体
が
様
々
な
活
動
報
告
を
し
て
い
ま
し

た
。
印
象
に
残
っ
た
発
表
は
、
大
震
災
に
お
け
る
関
連
死
に

つ
い
て
研
究
し
た
も
の
で
し
た
。
震
災
が
発
生
し
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
停
止
す
る
と
、
普
段
通
り
の
生
活
を
送
る
こ
と
が

困
難
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
避
難
場
所
が
不
足
し
、
車
中

泊
を
し
ま
す
。

す
る
と
、
長
時
間
同
じ
体
勢
に
な
り
、
血
栓
が
で
き
、
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
に
陥
る
事
に
な
り
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
で
も
、
関
連
死
で
亡
く
な
っ
た
方
が
い
ま
し
た
。
大
震

災
を
違
う
目
線
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　

次
に
、
地
域
の
方
も
交
え
た
避
難
訓
練
で
す
。
学
校
の
中

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
方
も
巻
き
込
ん
で
や
る
避
難
訓
練

は
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
聞
い
て
て
、
ぜ
ひ
実
践
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ず
、学
校
内
で
防
災
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
を
決
め
、
地
域
の
代
表
の
方
と
H
U
G
を
行
い
ま
す
。

H
U
G
と
は
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
と
い
う
そ
う
で
す
。
次

に
、
4
つ
の
班
に
分
か
れ
本
番
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を

確
か
め
る
な
ど
、
緻
密
な
準
備
を
行
い
ま
す
。

・
情
報
班
（
物
資
の
数
、
避
難
者
の
確
認
を
し
、
人
手
不
足

を
減
ら
す
）

・
開
設
班
（
避
難
所
の
場
所
作
り
、
誰
を
ど
こ
の
避
難
所
に

入
れ
る
か
を
決
め
る
）

・
物
資
班
（
物
資
の
手
間
取
り
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館

な
ど
か
ら
不
足
し
た
物
資
を
運
び
出
す
）

・
誘
導
班
（
様
々
な
人
を
避
難
所
へ
誘
導
す
る
）

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
し
、
円
滑
な
避
難
所
経
営
を
行
う

こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
し
て
、
当
日
に
な
り
ま
し
た
。
事
前

の
準
備
も
あ
っ
て
か
、
成
功
は
し
た
も
の
の
多
少
ご
た
つ
い

た
所
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
し
ょ
う
が
い
者
や

車
椅
子
の
方
、
け
が
人
を
ど
こ
の
避
難
所
へ
誘
導
す
る
か
戸

惑
っ
た
り
、
情
報
が
上
手
く
伝
わ
ら
ず
、
場
を
混
乱
さ
せ
て

し
ま
っ
た
り
大
変
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
本
番
ま
で

大
変
な
作
業
と
は
な
る
と
思
い
ま
す
が
と
て
も
い
い
と
思
い

ま
し
た
。
地
域
の
方
と
連
携
し
て
、
防
災
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
な
ど
な
い
と
思
う
の
で
、
と
て
も
い
い
機
会
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
　

　

貴
重
な
お
話
を
沢
山
聞
か
せ
て
頂
け
て
、
改
め
て
防
災
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
発
表
し
て
い
た

学
生
の
皆
さ
ん
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て
い
な
い

「
未
災
者
」
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
防
災
に

つ
い
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
25
年
経
っ
た
今
で

も
、
大
震
災
を
決
し
て
風
化
さ
せ
ず
学
ん
だ
教
訓
を
受
け
継

い
で
、
伝
え
て
い
っ
て
る
事
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

私
に
は
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
1
人
と
し
て
、「
被

災
者
責
任
」
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
震

災
を
経
験
し
て
い
な
い
人
々
へ
伝
え
て
い
き
、
ま
た
大
震
災

が
起
き
た
時
に
、
大
き
な
被
害
が
出
な
い
よ
う
に
と
、
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
太
字
に
「
伝
え
る
大
震
災
、
つ
な
が
る

防
災
」
と
記
載
し
て
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
未
災
者
と
被
災

者
を
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

互
い
に
防
災
に
つ
い
て
考
え
、
学
び
、
二
度
と
同
じ
よ
う
な

惨
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
。

災
害
メ
モ
リ
ア
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
K
O
B
E
で
1
番
衝
撃

を
受
け
た
一
文
が
、「
震
災
を
体
験
し
て
い
な
い
人
が
、
震

災
を
体
験
し
て
い
な
い
人
に
伝
え
る
仕
組
み
」
で
す
。
確
か

に
よ
く
考
え
れ
ば
、
被
災
者
の
方
々
が
何
十
年
も
、
何
百
年

も
生
き
て
る
こ
と
な
ん
で
あ
り
え
な
く
て
、
ど
ん
な
被
害
が

生
ま
れ
る
か
、
ど
ん
な
物
が
役
に
立
つ
の
か
な
ど
を
ず
っ
と

被
災
者
の
口
か
ら
直
接
聞
け
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
当
然

の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
当
た
り
前
の
こ
と
過
ぎ
た
の
で

し
ょ
う
か
、
今
ま
で
は
自
分
の
頭
の
中
に
は
全
然
そ
の
よ
う

な
考
え
が
な
く
て
、
あ
る
の
は
「
震
災
を
経
験
し
た
自
分
が

経
験
し
て
な
い
人
に
伝
え
な
い
と
」
と
い
う
変
に
立
派
な
使

命
感
だ
け
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
冒
頭
か
ら
、
眼
か
ら
鱗
が

落
ち
る
よ
う
な
話
で
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

採
っ
て
い
る
団
体
や
、
自
分
達
で
防
災
を
学
ぶ
た
め
の
新
し

い
ゲ
ー
ム
を
開
発
し
て
い
る
団
体
な
ど
が
あ
り
、
と
て
も
新

鮮
で
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
雑
談
の
中
で
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
経
験
し
た
方
が
仰
っ
た
、「
か
い
じ
ゅ
う
が
暴
れ

た
よ
う
だ
っ
た
。
信
号
機
は
ぶ
ら
下
が
っ
て
る
し
、
な
ん
か

粉
っ
ぽ
い
し
ー
」
と
い
う
話
。
自
分
が
経
験
し
た
東
日
本
大

震
災
で
は
全
く
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

こ
と
か
ら
、
災
害
メ
モ
リ
ア
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
K
O
B
E
に
参

加
す
る
前
に
青
砥
さ
ん
が
仰
っ
て
い
た
、「
東
日
本
大
震
災
の

と
き
は
津
波
や
、
二
次
的
な
被
害
と
し
て
放
射
線
と
か
は
あ

り
ま
し
た
が
、
建
物
は
思
っ
た
ほ
ど
壊
れ
て
な
か
っ
た
は
ず

で
す
。
そ
れ
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
っ
た
こ
と
か

ら
、
建
築
基
準
法
す
ら
変
わ
っ
た
ん
で
す
よ
。
建
物
が
簡
単

に
は
壊
れ
な
い
よ
う
に
。
だ
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
の
と
き

は
、
そ
れ
ほ
ど
建
物
が
壊
れ
た
被
害
は
多
く
は
な
か
っ
た
は

ず
で
す
」
と
い
う
話
に
、
実
感
が
湧
き
ま
し
た
。

K
I
I
T
O
（
N
P
O
法
人
プ
ラ
ス
ア
ー
ツ
が
入
居
す
る

施
設
︶
で
永
田
さ
ん
に
お
話
し
し
て
頂
い
た
話
で
大
切
だ
と

思
っ
た
こ
と
は
、「
楽
し
け
れ
ば
子
供
か
ら
や
り
た
い
と
言
っ

て
く
れ
る
、
何
度
も
や
っ
て
く
れ
る
」、「
伝
え
る
と
き
大
切

な
の
は
伝
え
方
」、
そ
し
て
「
人
を
つ
く
る
」
の
３
つ
で
す
。

楽
し
い
っ
て
大
事
だ
と
、
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
堅
苦
し
く
や
る
よ
り
、
楽
し
く
や
っ
た

ほ
う
が
身
に
付
き
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
間

違
っ
て
無
か
っ
た
ん
だ
と
確
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
で
す
が
、
永
田
さ
ん
が
始
め
た
と
き
は
バ
ッ
シ
ン
グ
が

色
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
来
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で
も
曲

げ
ず
に
続
け
た
強
さ
、
自
分
も
真
似
出
来
る
よ
う
、
が
ん
ば

り
ま
す
。「
伝
え
る
と
き
に
大
切
な
の
は
伝
え
方
」
に
つ
い
て

は
、
後
に
具
体
的
に
仰
っ
て
い
ま
し
た
。「
双
方
向
」
で
あ
る

こ
と
と
、「
余
白
」
が
あ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
確
か
に
一
方

的
だ
と
覚
え
づ
ら
い
で
す
し
、
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
余
白

は
、
考
え
る
余
地
を
残
す
と
い
う
こ
と
ら
し
い
で
す
。
や
は

り
学
ぶ
側
が
能
動
的
で
な
い
と
ダ
メ
な
ん
だ
な
、
と
納
得
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、「
人
を
つ
く
る
」。
こ
れ
は
、
最
初
の
防

災
イ
ベ
ン
ト
で
は
自
分
ら
が
伝
え
る
け
ど
、
2
回
目
か
ら
は

伝
え
ら
れ
た
人
達
で
伝
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
内
容
は
、最
初
に
災
害
メ
モ
リ
ア
ル
ア
ク
シ
ョ

ン
K
O
B
E
で
衝
撃
を
受
け
た
一
文
、「
震
災
を
体
験
し
て

い
な
い
人
が
、
震
災
を
体
験
し
て
い
な
い
人
に
伝
え
る
仕
組

み
」
の
ひ
と
つ
の
答
え
だ
と
、聞
い
た
瞬
間
に
頭
の
中
で
ピ
ー

ス
が
パ
チ
っ
と
は
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

最
初
に
気
に
な
る
こ
と
が
生
ま
れ
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を

K
I
I
T
O
で
頂
け
る
、
し
か
し
最
終
的
な
答
え
は
自
分
で

見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、と
て
も
有
意
義
な
（
そ

し
て
、
美
味
し
い
も
の
も
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
が
出
来
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
）
活
動
で
し
た
。
忙
し
い
中
準
備
や
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
青
砥
さ
ん
や
藤
田
さ
ん
や
そ
の

他
の
方
々
、
出
資
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
子
の
い
い
経
験
に
な
る
だ
ろ

う
と
、
快
く
旅
に
行
か
せ
て
く
れ
た
両
親
に
も
、
し
っ
か
り

と
感
謝
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
は
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

坂田 実紀
Miki Sakata

02

災害メモリアルアクション KOBEでパネルを閲覧

星　颯斗
Hayato Hoshi

03

関
連
死
と
避
難
訓
練

被
災
者
責
任
は
伝
え
る
こ
と

体
験
し
て
い
な
い
人
に
伝
え
る

伝
え
方
を
工
夫
す
る
大
切
さ
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良
い
勉
強
に
な
っ
た
。
取
材
を
す
る
こ
と
、
記
事
を
書

く
こ
と
の
難
し
さ
が
わ
か
っ
た
。
今
回
の
体
験
を
こ
れ
か

ら
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。
取
材
に
行
っ
た
二
つ
の
場
所

を
、
私
は
ど
ち
ら
も
知
ら
な
か
っ
た
。
今
回
の
取
材
で
初

め
て
知
っ
た
。
ま
し
て
や
、
汚
染
土
が
ど
う
処
理
さ
れ
て

い
る
か
、
ど
ん
な
防
災
用
具
が
公
園
に
あ
る
か
な
ど
、
知

る
由
も
無
か
っ
た
。
私
の
住
ん
で
い
る
町
な
の
に
。
自
分

は
地
元
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
ん
だ
な
、
と
思
っ

た
。
も
う
少
し
地
元
に
つ
い
て
勉
強
し
て
お
こ
う
と
思
っ

た
。

　

取
材
先
の
人
達
は
優
し
か
っ
た
。
辛
く
て
悲
し
い
記
憶

で
も
あ
る
は
ず
な
の
に
、
快
く
話
し
て
く
れ
た
。
私
な
ら

話
せ
る
だ
ろ
う
か
。
土
砂
か
ら
人
を
探
し
た
と
か
、
ど
ん

な
人
が
死
ん
だ
と
か
、伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
。

恐
ら
く
出
来
な
い
。
嫌
な
記
憶
だ
か
ら
、
早
く
忘
れ
た
い

と
思
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

私
も
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
。
小
学
二
年
生
、　

8
歳
の
時
だ
っ
た
。
何
が
起
き
た
か
わ
か
ら
な
く
て
、

怖
か
っ
た
。
隣
の
女
子
が
泣
い
て
い
た
。
私
も
泣
い
た
。

自
然
災
害
に
何
も
か
も
ぶ
ち
壊
さ
れ
て
、
自
分
の
無
力
さ

を
痛
感
し
た
。
最
悪
な
気
分
だ
っ
た
。
今
も
ま
だ
、
震
災

に
よ
る
被
害
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
特
に
風
評
被
害
が
酷

い
よ
う
に
思
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
少
し
調
べ
れ
ば
、

い
く
ら
で
も
福
島
県
の
悪
口
が
出
て
く
る
。真
実
と
デ
マ
、

ど
ち
ら
も
多
く
拡
散
さ
れ
て
い
る
。
福
島
県
の
子
供
は

70
%
が
奇
形
児
だ
と
い
う
記
事
も
見
た
。
ふ
ざ
け
る
な

よ
、
と
思
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
福
島
県
に
つ
い
て
発
信

す
る
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。
真
実

の
情
報
を
よ
り
多
く
の
人
に
届
け
、
風
評
被
害
を
無
く
し

た
い
。今
回
の
取
材
で
、よ
り
そ
の
気
持
ち
が
強
ま
っ
た
。　

　　　　

今
回
防
災
ラ
イ
タ
ー
と
い
う
企
画
に
参
加
し
、
防
災

の
大
切
さ
、
そ
し
て
1
人
ひ
と
り
の
防
災
に
対
す
る
心

構
え
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
よ
う
に

直
接
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、
プ
ロ
の
力
を
借
り
な

が
ら
記
事
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
今
回
が

初
め
て
で
し
た
。
な
の
で
、
と
て
も
緊
張
し
な
が
ら
原
稿

を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
推
敲
す
る
た
び
に
自
分

の
伝
え
た
い
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
明
確
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
私
は
そ
の
活
動
で
そ
の
感
覚
が
と
て
も
好
き

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
は
じ
っ
く
り
お
話
を
聞
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
方
に
、
防
災
の
こ
と
に
つ
い

て
時
間
を
か
け
て
伺
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
私
自
身
に

と
っ
て
も
、
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
9
年
、
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら

25
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
被
災
者
の
後
悔
や

経
験
を
聴
き
、
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う

に
す
る
努
力
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
周
り
と
防
災
意
識
を

共
有
す
る
こ
と
で
予
防
策
は
よ
り
信
頼
の
で
き
る
も
の
に

な
り
ま
す
。
災
害
と
い
う
、い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
、

不
確
定
要
素
の
多
い
事
柄
に
お
い
て
こ
れ
は
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
く
れ
た
皆

さ
ん
が
少
し
で
も
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
な

ら
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　

最
後
に
、
今
回
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
企
画
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
活
動
に
参
加
で

き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

感想 

Ryo Yaginuma

柳沼 諒

04

旗宿 関の森公園で

　
こ
の
活
動
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ 

E
M
A
N
O
N
で
活
動
す
る「
裏
庭
編
集
部
」
防
災
ラ

イ
タ
ー
部
門
の
メ
ン
バ
ー
の
取
り
組
み
で
す
。
き
っ
か

け
は
、
滋
賀
県
立
彦
根
東
高
校
新
聞
部
顧
問
の
藤
村

先
生
か
ら
、「
活
動
の
様
子
を
神
戸
で
発
表
し
ま
せ
ん

か
？
」
と
お
声
か
け
い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
た
。
白
河

市
内
で
の
取
材
活
動
を
経
て
、
取
材
内
容
を
神
戸
・
郡

山
・
白
河
の
３
箇
所
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

印
象
的
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
取
材
成
果
を
発

表
し
た
災
害
メ
モ
リ
ア
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
K
O
B
E 

2
0
2
0 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
こ
と
で

す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
25
年
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
8
年
が
経
過
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
イ
ベ
ン
ト
。

登
壇
す
る
大
学
生
や
高
校
生
は
、
90
年
代
後
半
〜
00
年

代
生
ま
れ
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が「
未
災
者
」、
つ
ま
り
直

接
被
災
経
験
の
な
い
者
と
し
て
防
災
や
復
興
に
関
す
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

高
原
研
究
員
が
、「
な
ぜ
活
動
を
続
け
る
の
か
？
」
と

高
校
生
に
問
い
ま
す
。
そ
こ
で
彦
根
東
高
校
新
聞
部
員

の
方
は
こ
う
答
え
ま
す
。「
私
た
ち
が
続
け
て
い
る
理

由
…
福
島
県
内
で
、
数
年
前
に
行
っ
た
と
こ
ろ
に
も
う

一
度
行
く
と
、
街
の
様
子
が
変
わ
っ
て
い
る
。
地
域
の

変
化
が
、
長
く
続
け
て
い
る
こ
と
で
伝
わ
り
や
す
い
。

そ
し
て
、
ず
っ
と
続
け
て
い
る
ね
新
聞
部
は
、
と
い
う

声
を
い
た
だ
く
。
続
け
て
い
る
と
い
う
事
実
で
、
関
心

を
持
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
で
す
。」「
取
材
を
す

る
理
由
と
し
て
は
忘
れ
な
い
た
め
、
と
か
あ
る
け
ど
、

続
け
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
理
由
に
対
し
て
説
得
力
を

持
た
せ
る
意
味
が
あ
る
と
思
う
。」
は
じ
め
か
ら
続
け

る
こ
と
が
目
的
な
の
で
は
な
い
、
続
け
る
中
で
、
目
的

が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
、
確
信
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
な
に
か
の
行
動
を
は
じ
め
る
と
き
、
ど

の
よ
う
な
未
来
が
訪
れ
る
の
か
、
予
め
す
べ
て
を
見
通

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
高
校
生
は
、
自
分
が「
や
っ

て
み
た
い
」
と
思
っ
た
そ
の
瞬
間
に
、
自
分
で
自
分
の

行
動
の
理
由
を
説
明
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
続
け
る
こ
と
で
、
わ
か
る
こ
と
、
伝
わ
る
こ
と

が
あ
る
。

　

震
災
か
ら
9
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
参
加

者
の
胸
の
中
に「
自
分
が
活
動
を
や
っ
て
み
た
い
と
感

じ
た
理
由
」
が
、
ひ
と
つ
で
も
残
る
と
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
白
河
市

役
所
の
み
な
さ
ま
、
災
害
メ
モ
リ
ア
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

K
O
B
E
関
係
者
の
み
な
さ
ま
、
N
P
O
法
人
プ
ラ
ス
・

ア
ー
ツ
の
永
田
理
事
長
、
ご
理
解
い
た
だ
い
た
保
護
者
・

教
職
員
の
み
な
さ
ま
に
、
こ
の
場
で
深
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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斎須 いぶき
Ibuki Saisu
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編集
後記

福
島
に
つ
い
て
発
信
し
続
け
た
い

防
災
意
識
を
共
有
す
る
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